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　Abstract:　Geomorphologic and geodetic field surveys were carried out in the Sør 
Rondane Mountains, East Dronning Maud Land, Antarctica, during the 2011­2012 
summer season as part of the 53rd Japanese Antarctic Research Expedition (JARE-53). 
The ﬁeld party consisted of three geomorphologists, one geodesist, and one ﬁeld assistant. 
The expedition was supported by the Belgian Antarctic Research Expedition (BELARE) 
and the International Polar Foundation (IPF). Dronning Maud Land Air Network 
(DROMLAN) provided air transport from Cape Town, South Africa to the Sør Rondane 
Mountains via Novolazarevskaya Airbase. The survey areas were the central and western 
parts of the Sør Rondane Mountains. This report summarizes the ﬁeld expedition in terms 
of operations, logistics, and weather records.
　要旨:　第 53 次日本南極地域観測隊（JARE-53）夏隊の一部は，2011­2012 年の
夏期に，東ドロンイングモードランドのセール・ロンダーネ山地において地形・
測地調査を実施した．また，この調査は Belgian Antarctic Research Expedition 
（BELARE）と International Polar Foundation（IPF）のサポートによって実施された．
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1．　は じ め に
　第 53 次日本南極地域観測隊（Japanese Antarctic Research Expedition: JARE-53，以下第 53
次隊）夏隊のセール・ロンダーネ山地地学調査隊は，昭和基地方面に展開する本隊から独立
した別働隊として組織された．南極大陸へのアクセスには，第 49 次および第 50 次（小山内
ほか，2008；大和田ほか，2011），第 51 次地質隊（土屋ほか，2012）と同様に，往復路とも
にドロンイングモードランド航空ネットワーク（Dronning Maud Land Air Network: 
DROMLAN）を用いて，南アフリカのケープタウンからノボラザレフスカヤ基地滑走路を
経由してセール・ロンダーネ山地に到達した（図 1）．セール・ロンダーネ山地にはベルギー
南極観測隊（BELARE）と International Polar Foundation（IPF）が運営するプリンセス・エリ
ザベス基地（以下 PE 基地）が夏期のみ開かれている．本調査隊はこの PE 基地の多大な協
力を得て調査活動を実施した．





Fig. 1.  Travel route from Cape Town, South Africa to the Sør Rondane Mountains 













Table 1.  Members of the ﬁeld party in the Sør Rondane Mountains.
表 2　隊員の役割分担






























網の構築と詳細な 3 次元地形情報整備のための GPS 測量を行った．そして，この結果を基
に日本国内での解析および分析を行い，東南極氷床変動史の復元と地球気候システム変動へ
の影響を解明することを目的とした．本調査によって取得されたデータは，早晩到達する大
気中 CO2 濃度が 400 ppm の世界で起きる地球環境変動を精密に予測するための重要な基礎





　本調査隊の全行動期間は 2011 年 11 月 10 日～ 2012 年 2 月 25 日とし，そのうちセール・





このため，調査期間をフェーズ 1（2011 年 11 月 24 日～ 2012 年 1 月 2 日）とフェーズ 2（2012
年 1 月 3 日～ 2012 年 2 月 16 日）に二分し，それぞれセール・ロンダーネ山地の中部と西部
にベースキャンプ（BC）を設置して調査活動を行うこととした（図 2a）．フェーズ 1 では
BC をアウストカンパネに設置し，必要となる物資の輸送を PE 基地に依頼することとした．
また，このベースキャンプを基点にアドバンスキャンプ（AC）も 3 箇所に出すことを計画
した．フェーズ 2 ではベースキャンプを PE 基地に設定し，ここから日帰りの調査と，フェー





Table 3.  Planned action during the expedition.
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図 2　（a）セール・ロンダ ネー山地の露岩域と本調査隊の行動計画および BC・AC 予定地点．（b）実際の行程
Fig. 2.  (a) Planned routes, research area, and campsites of the JARE 53rd ﬁeld expedition in the Sør Rondane 





















































Table 4.  Training undertaken in Japan, prior to the expedition.
図 3　事故発生時の緊急連絡体制．数字は優先順位．












　本調査隊は，予定どおり 2011年 11月 10日に成田空港を出発し，翌 11日に南アフリカ・ケー
プタウンに到着した．そして，15 日夜に DROMLAN の大型輸送機イリューシン（Ilyushin 
Il76）機で南極へ出発した．ケープタウン滞在期間中には，輸送物資の整理および仕分けと，
PE 基地の Alain Hubert 氏，Nighat Amin 氏との打合せを行った．また，ALCI 社のオフィス
ではフライト前のブリーフィングが開かれ，手荷物を 8 kg 未満に抑えることなど搭乗に際
しての注意事項の伝達と，22 kg までの預け荷物の提出が行われた．
　ケープタウン出発後，11 月 16 日早朝にノボラザレフスカヤ基地滑走路に到着した．同日
は物資の荷下ろし作業を行い，1 泊した後，翌 17 日に 2 便のフィーダーフライト（バスラー
ターボ機）で PE 基地へ移動した．フィーダーフライト第一便では大岩根・赤田隊員の 2 名が，




調査隊と PE 基地の始動を担当する隊員が同じ DROMLAN の大陸間フライト便で南極入り
し，基地の受け入れ体制が充分に整っていなかったためである（ただし，PE 基地隊員は本







⑵　フェーズ 1（2011 年 11 月 28 日～ 2012 年 1 月 10 日）
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表 5　行動経過（1/2）
Table 5.  Record of ﬁeldwork and related operations. (1/2)
391セール・ロンダーネ山地地学調査隊報告 2011­2012
　悪天のため行動計画より数日遅れたが，PE 基地の輸送支援のもと，2011 年 11 月 28 日に
PE 基地からアウストカンパネ BC への移動を行った（図 4a）．フェーズ 1 の期間中，この
BC を基点とした日帰り調査に加えて，メーハウゲン（Mehaugen） AC，デュフェック（Dufek） 
AC およびメーフィエル（Mefjell） AC への展開も行った．当初はベルゲルセン東部ついても
表 5　行動経過（2/2）
Table 5.  Record of ﬁeldwork and related operations. (2/2)
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AC を展開する予定だったが，Alain Hubert 氏の助言によりアウストカンパネ BC からの日帰
り行動とすることにした．
　アウストカンパネ BC 移動後の翌 29 日には，BC 設営作業と周辺の探査およびルート工作
を行った．そして 30 日からは BC 周辺の地形調査と GPS 測量を開始した．12 月 4 日にはベ
ルゲルセン東部へのルート工作を行った．ベルゲルセン東部へは往復約 110 km の長距離移
動であり，途中には複数のクレバス帯が存在する厳しいルートである．当初の行動計画では
シーメンセントッペン（Simensentoppen）とストラルン山（Strandrundfjellet）の間を通るルー
トを設定していたが，Alain Hubert 氏の助言と提供頂いたベルギー隊の GPS ルートを参考に
して，シーメンセントッペンの西側を通るルートを選択した．グリットレフォンナ
（Glitrefonna）中央部には最大幅 1 m ほどのクレバス帯が確認されたが，大きなクレバスな
どには適時赤旗を立てつつ慎重に安全なルートを確立することができた（図 5）．これ以降，
本調査期間中にルート工作に使用した赤旗はほぼすべてそのまま残置した．
　12 月 9⊖20 日の間は断続的にブリザードとなる悪天候が続き，13 日，14 日の 2 日間しか
行動できなかった．この悪天の影響で行動日数が限られたため，予定していたアウストカン
パネ BC の撤収日を変更し，フェーズ 1 の調査期間を 1 月 10 日まで延長することにし，PE


















　12 月 31 日にメーハウゲン AC からアウストカンパネ BC に帰還し，元旦に休養日をとっ
た後，1 月 2 日にはデュフェック AC への移動を行った．当初の行動計画では，デュフェッ
ク山へはメーフィエル AC からの日帰り調査とする予定であったが，長距離の移動が必要で
あること，天候が厳しいことを考慮して最低限の物資のみで AC を展開することとした．当
初，デュフェック AC へのルートは第 31 次隊の情報を参考に設定していたが，第 31 次隊が
目印としたイェル氷河の中央モレーン帯が厚い積雪の影響で発見できなかったため，ベル
ギー隊が昨シーズンに作成した GPS ルートを用いることにした．しかし，結果的にはこの
ルートの後半には最大 2 m 幅のクレバスが絡み合うように分布している箇所があり，危険性
が高かった（図 4b）．そのため，デュフェック AC からの帰路ではこのルートを取らず，イェ
ル氷河中央を下るルートを採用した（図 7）．デュフェック山では，北西部の U 字谷経由で
頂部平坦面への登攀を行い，デュフェック山北側平坦部の地形調査と GPS 測量を行った．
　1 月 4 日には，デュフェック AC からメーフィエル AC への移動を行った．この際に，デュ
フェック AC へのルート途中に残置したメーフィエル AC 用の燃料，食料などの物資をピッ
クアップした．メーフィエル AC は第 49・51 次隊でも利用した場所を選定した．メーフィ
エル AC からは，メーフィエル北側およびバークマンズカンペン南峰の地形調査および GPS
測量を行った．






　1 月 8 日には，アウストカンパネ BC からベルゲルセン東部へ最後の日帰り調査を行った．
この日の調査では，ベルゲルセン東部クラケッガ（Klakegga）沿いに南へ進み，スタッツロー
ド氷河 (Statsrådsbreen) 最下流の北側の露岩の調査を試みた．この露岩への取り付きの際に，
ヒドンクレバスの可能性を考慮してアンザイレン ( ザイルでお互いを結ぶこと ) での登攀を
行ったが（図 4d），隊員 1 名の片足がヒドンクレバスを踏み抜いたため，それ以上の登攀は
断念した．アウストカンパネ BC 撤収前日の 9 日は悪天のため休養日とし，10 日早朝より
撤収作業を開始して同日中に PE 基地への移動を完了した．
⑶　フェーズ 2（2012 年 1 月 10 日～ 2 月 16 日）
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Fig. 4.  (a) Transportation of luggage to Austkampane BC, (b) crevasses on the Gjel glacier, (c) crashed ski-doo, 








　1 月 14 日には，第 53 次隊山岸隊長の依頼により PE 基地の北北西約 3 km の所に設置して
ある無人磁力計のメンテナンスを行った．具体的には，雪面下に埋設してある無人磁力計を
掘り出し，再起動と CF カードの交換作業を行った．






が指摘されていた．そこで本調査隊の行動計画でも第 50 次・51 次隊の情報を基に，最適と
図 5　アウストカンパネ BC からベルゲンセン東部へのルート．© JAXA．







　1 月 22 日に雪鳥とりで山 AC から PE 基地に帰還した後，数日の休養日および物資整理日
をはさみ，1 月 25 日からルンケリッゲン AC に展開した．ルンケリッゲンは非常に風が強く，
夏期もすでに終盤であることから，テントのみでは安全を充分確保できない可能性があると






　2 月 6 日にベルギー隊支援のもとルンケリッゲン AC を撤収し，PE 基地へ帰還した．こ
の後は，ブラットニーパネ，パーレバンデおよび遊牧谷調査（ベルギー研究者との共同調査）
など日帰り調査を行った．ブラットニーパネでは，GPS 測量，地形調査に加えて第 51 次隊
図 6　アウストカンパネ BC からメーハウゲン AC へのルート．© JAXA．




⑷　BC 撤収，物資整理（2012 年 2 月 17 日～ 2 月 20 日）










図 7　デュフェック AC からメーフィエル AC へのルート．© JAXA．




　当初の行動計画では，2012 年 2 月 19 日，20 日にフィーダーフライト各 1 便で PE 基地か
らノボラザレフスカヤ基地滑走路へ移動し，その後 2 月 20 日の DROMLAN の大陸間フラ
イト便でノボラザレフスカヤ基地滑走路からケープタウンへ移動することとしていた．しか
し実際は，悪天候の影響や Alexey Turchin 氏の死去に伴う ALCI 社の混乱もあり，すべての
フライトスケジュールが運行当日まで二転三転した．結局，フィーダーフライトは計画どお






図 8　雪鳥とりで山 AC からニルスラルセンへのルート．© JAXA．
Fig. 8.  Route from Yukidori-Toride AC to Nils Larsen. © JAXA.
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更を受けて，ケープタウン─日本間の航空便の変更手続きを行った．
　ケープタウンへは 2 月 23 日の深夜に到着した．ケープタウン滞在中は，輸送物資の到着
確認，日本への輸送手配および ALCI 社への支払い契約の確認などを行った後，2 月 26 日
の便でケープタウンを出発した．最終的には，行動計画より 2 日遅れの 2 月 27 日の夕刻に
日本（成田）へ到着した．
表 7　PE 基地デポリスト（1/2）
Table 7.  List of equipment and foodstuffs deposited at the Princes Elisabeth Station. (1/2)
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表 7　PE 基地デポリスト（2/2）





た．全輸送物資の内訳は，物資約 2900 kg（船便 1397.5 kg，航空便 1285.5 kg，直接持ち込み
荷物およびケープタウンで入手した物資の約 200 kg）である．船便物資は 8 月下旬に，航空
便は 9 月上旬に発送し，それぞれ 10 月末までにケープタウンへ到着した．船便では主に車
両（117.0 kg），環境（55.0 kg），共通（443.5 kg），調査（546.5 kg），発電（108.5 kg），医療
物資（16.0 kg）および個人物資（111.0 kg）を，航空便では主に通信（58.0 kg）および食料
品（769.0 kg）と，残りの共通（58.0 kg），医療（29.0 kg），個人（190.5 kg）および調査物資
（181.0 kg）を輸送した．従来の調査よりも船便で輸送する物資を増やしたことに加え，輸送
費の見積もりを 2 社から取ったことにより，経費をかなり削減することができた．
　ケープタウンに集積した全物資は Ilyushin Il76 機により南極まで輸送した．ただし，
Ilyushin Il76 機の搭載量を踏まえた DROMLAN の人員・物資輸送計画に従い，本調査隊の物





　3.1.1 項で前述のとおり，ノボラザレフスカヤ基地滑走路には 11 月 16 日の早朝に到着した．
ノボラザレフスカヤ基地滑走路では，到着直後に全輸送物資を Ilyushin Il76 機から降ろし，
当日の宿泊施設横に集積した．この荷下ろし作業に従事するため，到着直前に機内で耐寒服
への着替えを行った．
　翌 11 月 17 日，午前・午後のフィーダーフライト各 1 便によって PE 基地への移動および
輸送を行った．第一便では人員 2 名に加えて車両，環境，発電，医療および乗員の個人物資
を輸送した．第二便は，食料および調査物資と，同じく乗員 3 名の個人物資を輸送した．ま






環境（28.8 kg），共通（488.6 kg），通信（50.1 kg），発電（127.3 kg），医療，（55.1 kg），個人


















　約 100 日間の調査活動を安全で快適なものにするため，第 49⊖51 次隊で培われたノウハウ
に基づき装備を選定した．また，PE 基地のデポ物資を活用するとともに，主要な装備つい
ては充分な予備品を含めて慎重に選定の上準備した．各装備の詳細なリストについては，テ
ント類（表 8），火器・調理器具（表 9），野外行動・レスキュー装備（表 10）および個人装
備（表 11）別に示す．
⑴　テント類
　BC では，食堂用テント（Dome 8）および物資保管用テント（Dome 5）を各 1 張と，個人
用テント（VE-25）を各隊員分（5 張）設営した（図 9a）．それぞれのテント間にはライフロー
プを設置した．食堂用テント内にはメインテーブル，サブテーブル，ミニテーブル，ネット
式ラック各 1 台および椅子 5 脚を設置し，調理器具をはじめ通信機器，充電器，食糧および
調味料等を整然と配置した．物資保管用テントには観測・調査用物資を中心に，凍結させた
くない物資等を保管し，前室には発電機を設置した．AC では，食堂用テント（Dome 5）お
よび物資保管用テント（VE-25）を各 1 張と，個人用テント（VE-25）を BC と同様に人数
分設営したが，デュフェック AC では，滞在期間が 3 日間と短期であり物資輸送量も制限さ











線劣化に備えて隊次ごとに新品と交換するだけでなく，30⊖50 日に 1 度は交換できるよう充
分な予備も含めて準備することが必要である．
⑵　火器・調理器具
　調理用コンロにはマナスル 126 および MSR-XGK を併用した．PE 基地から供給を受けた
燃料（JET-A1）の品質も良好で，大きなトラブルもなく使用できた．造水した水の保管に
は 20 l のポリタンクを，お湯の保温用には保温ポット（3 l）と保温ボトル（1.8 l）を使用した．
この保温ボトルは野外用個人装備として準備したものだが，FD 食品への注湯の際にも使い


































Fig. 9.  (a) Layout of tents and supplies, (b) thermos tray, (c) special plate for the join between ski-doo 










Fig. 10.  Newly developed vehicle belay system for driving across crevasse zones.
表 8　テント類リスト
Table 8.  List of camping equipment.
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表 9　火気・調理器具リスト





行うため，発発は取り回しが容易な範囲で発電能力が大きい HONDA EU16i を選択した．こ
れにより同時に 3 台のバッテリーの充電が可能となり，計 30 個のバッテリーを約 5 時間で
充電できる．ソーラー発電システムは，第 51 次隊の設計に基づき 36 V フレキシブルタイプ
のソーラーパネルを用意した．このシステムの実用発電能力は，第 50 次隊の実測値から約
表 10　野外行動・レスキュー装備リスト
Table 10.  List of outdoor and rescue equipment.
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表 11　個人装備品リスト
Table 11.  List of personal equipment.
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40 Ah/day と見積もられている．ソーラー発電による電力は，放充電コントローラーによる
コントロールで 12 V バッテリーに蓄積され，インバーターを介し 100 V 交流電力の供給が







ある．実際の運用では HONDA EU16i だけでなく，国土地理院より持ち込みの HONDA EU9i
も併せて活用した．また，余剰電力を用いてその他電子機器の充電も行った．一方，HF 無
線機の電源としては，12 V バッテリーによる 100 V 交流電力を主に用いた．これは発発の運
転時，HF 無線機にノイズが発生したためである．また，ソーラー発電を利用できない期間
には発発を用いて 12 V バッテリーを充電し，HF 無線機の電源とした．
　EU16i，EU9i（国土地理院）共に約 200 時間の使用後にオイル交換を行い，スパークプラ










後は EU9i（国土地理院）を使用したが，次は EU9i の「過負荷ランプ」が常時点灯し，使用
不能となった．したがって，最終的にはPE基地デポ物資のEU9iのみで発電を行うこととなっ
表 12　発電関連機器リスト












EU16i は EU9i の 4 倍近い発電能力を示した．EU16i は起動性では EU9i に劣るものの，取り
回しに大差はなく大きな発電能力があることから，今後は岩石カッターの充電等大きな電力
が必要な場合には，EU16i 以上の機種の準備を勧めたい．起動性が良くない点については，
今回用いた 10 w-30 のエンジンオイルを 5 w-40 などの低粘性オイルに代えることで解決する
と考える．





良好に機能し，日中は EU9i に匹敵する発電能力を示し，各電子機器の充電や HF 無線機に
用いる電力としては十分であった．しかし，居住モジュールの屋根に括り付けて使用した際
に，強風時のばたつきにより 1 枚のソーラーパネルが断線した可能性があり，その後，この






　通信機器として HF 無線機 2 台，UHF 無線機 8 台，イリジウム衛星電話 4 台および BGAN
インマルサット衛星電話 1 台を用意した（表 13）．昭和基地との定時交信は，事前の申し合
わせにより PE 基地に到着後の 2011 年 11 月 17 日の 2130 LT から行うこととした．
　昭和基地との定時交信は，主に食堂テントに 1 台設置した HF 無線機を用いて行った．電
波状態などで HF 無線機による通信が困難な場合や，HF 無線機設営の困難な AC などでは
イリジウム衛星電話を用いた．定時交信の時間は 2130 LT としたが，本調査隊側で定時交信
の準備が整わない状態にあった場合は，事前連絡により交信時間を変更することがあった．
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定時交信は本調査隊リーダーが担当した．HF 無線機による通信開始当初は，「しょうわ 6 機」
を用いていたが，約 1 か月の使用後に本調査隊側から昭和基地へ音声が届かなくなったため，
以後は「しょうわ 7 機」を用いた．この故障の原因は不明であるが，「しょうわ 6 機」のマ
イクトラブルの可能性が高い．全調査期間中のHF無線機による通信状態を表 14にまとめた．
調査期間を通して通信状態はおおむね 3 程度であったが，2012 年 1 月 23 日から 30 日間，
磁気嵐により HF 通信が不可能な時期があった．




Table 13.  List of equipment for communication.
表 14　HF 無線機による通信状況








機として UHF 無線機本体を 3 台準備していたが，マイクとイヤホンについては予備を準備
しなかった．万一紛失した場合を考え，今後はこれらの予備も準備するほうが良い．
　イリジウム衛星電話のうち，リーダー機および国土地理院隊員機は常時通話可能な状態と














　本調査隊では，PE 基地にデポされていた 16 台のスノーモービルのうち，全隊員用に各 1
台と予備機 2 台の計 7 台を立ち上げ整備し，本調査の移動手段とした．スノーモービルの機
種はボンバルディア社（カナダ）製 ski-doo TUNDRA（ツンドラ）である．今回使用した各
車両の使用状況を表 15 に示す．使用前の立ち上げ整備は PE 基地ガレージの一部を借り，
エンジンオイルの給油，チェーンオイル交換，各部のグリスアップ（トラック部 6 箇所，ス








　本調査隊の全行程で，各隊員のスノーモービル走行距離は平均約 2500 km であった．また，
総給油量は約 500 l であったことから，スノーモービルの燃費はおおむね 5 km/l である．FA
隊員の使用した 51-7 機は他の車両と比べ若干燃費が悪いが，これは常時レスキューソリを
牽引していたためと考えられる．エンジンオイルは調査期間中に 10 l 程度を給油しており，














ては破損が激しく，要交換項目が多数あった．一方，PE 基地にはこれら 5 台のほかに，9
表 15　スノーモービル使用状況の詳細
Table 15.  Status of the ski-doos after the expedition.
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台の JARE スノーモービルがデポされており，PE 基地により保守・管理が行われ，使用さ
れていた．したがって，第 53次隊の終了時点では計 14台のスノーモービルが使用可能であっ
たが，その状態はすべて良好とはいえなかった．また，後述するソリの牽引に際しては，目
安として最大荷重を 200 kg としていたが，岩石試料を採取する復路や，キャンプ移動時に
はこれを超えた輸送を強いられる場合もある．したがって，より安全に効率良く輸送を行う
ためには，現在の 300 cc のスノーモービルではなく，より大排気量タイプのスノーモービ
ルの導入が望まれる．
⑴　物資輸送用ソリ





　日帰り調査ではレスキューソリのほか，必要に応じて GPS 観測機材用に 1 台，岩石試料
採取用に岩石輸送用ソリを 1⊖2台割り当てた．物資固定はソリに設置されている専用ベルト，























5 食を含め 38 食分ずつを用意した．雑炊，ラーメンまたはうどんだけでは量が少ないと考
えられたため，切り餅（50 g）またはスライス餅（60 g）3 個程度を一緒に消費することと
した．また，スープを 1 人 1 日 2 杯として 100 日分，合計 1000 杯準備した（表 17）．
　行動食はシリアルバー等乾燥タイプの栄養補助食品，羊羹，ソーセージ，カルパス，飴お




びトレイへの盛りつけまでを行い，FD 化はこれまでと同様に日本 FD 社の凍結乾燥釜を用
いた．制作した FD 食品は，主菜副菜 3⊖5 品からなる 20 日間分の献立 5 サイクル分（一部
は 4 サイクル分）である．20 日目のメニューまで食べたら 1 日目のメニューに戻り，2 回目
として消費することとした．また，クリスマスと正月のみ特別食を準備し，通常メニューに
1 品加えることとした．このほか，6 種類の予備食も FD 食品で準備した．さらに，調理素
材として牛肉，キノコ，野菜およびスクランブルエッグなど 11 種類を準備した．メニュー
構成についてはすべて（株）極食に一任したが，分量については第 51 次隊より多めの作成を
依頼した．表 18 に献立例を示す．米飯については夕食 1 回につきアルファ米 5⊖6 食分を準
備した．アルファ米は 3 回のうち 1 回をドライカレー等の味付け米として準備した．夕食用






　梱包については，朝夕食の場合 5 人× 3 日分（一部は 2 日分）を基本として 1 箱に梱包し
（表 18），90 日分で合計 32 梱とした．この中にはデザートやお菓子，コーヒーおよび FD 食
材を適量ずつ同梱した．そのほか予備食を 2 梱，クリスマス・正月用の特別食を 1 梱，飲料
表 17　朝食および行動食リスト
Table 17.  List of breakfast and snack food.
表 18　朝夕食の梱包リスト（例）
Table 18.  Example of packing list for breakfast and dinner.
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を 2 梱および調味料を 1 梱準備した．行動食に関しては 5 人× 6 日分を 1 セットとして 1 袋





出発前のそれぞれ 6 日間程度と，BC や AC から戻った日には基地から朝夕食の提供を受け，
この間は持参した朝夕食を消費しなかった．このため 5 梱（15 日）分の朝夕食が余った．
その他の期間は当初のレーション分けどおりに食糧計画を実施し，クリスマス・正月用の特
別食も予定どおり消費した．
　余った朝夕食 5 梱のうち 1 梱（箱番号：朝夕食 28）は日本へ持ち帰り，残り 4 梱（同：29
⊖32）は同じく余った予備食（同：予備食 1，2），行動食（同：行動食 4，6），飲料（同：飲
料 2）と共に PE 基地へ処理を依頼した．なお，朝夕食 29 の箱は一部消費しており，スープ
表 20　調味料リスト
Table 20.  List of condiments.
表 19　飲料リスト
Table 19.  List of drinks.
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50 食および餅 90 個を同梱した．また，これら以外にスープ 380 食，餅 130 個，アルファ米




交代で消費した．パスタの場合，1 人あたり 200 g にソース 1 人前を使用し，準備した量を
完食した．ラーメンまたはうどんとスライス餅の場合，1 人あたりラーメン 1 袋とスライス
餅（60 g）3 個を消費した．人によっては餅 2 個で充分であった．ラーメン 4 回につき 1 回
はうどん約 200 g を消費した．うどんの場合は量が十分であったため餅は不要で，準備した
餅が消費されなかった．また，スライス餅 3 個は各自の食器で復元するには温度が低く，食
べられる軟らかさにならない場合があった．雑炊と切り餅の場合，1 人あたり雑炊 2 袋と切
り餅（50 g）3 個を消費し，準備した量をほぼ完食した．ただし，停滞日など活動量の少な
い日には餅の数を減らしたため余りが出た．また，今回用意した雑炊はカロリーが低く，不















分を合わせて 1 人 1 日 3 個準備したが，実際には 1 日に 1⊖2 個しか摂らず，最終的に合計









測定した．その結果，隊員 5 人のうち 4 人が減量してそれぞれ 8 kg，5 kg，3 kg および 2 kg




























　救急救命訓練については，2011 年 9 月 26⊖29 日に新潟県村上市消防本部で訓練を実施した．












































　気象観測は，原則として気象担当隊員が二人で行った．観測は毎日 2 回，定時（1000 LT，
2100 LT）の実施に心がけたが，野外行動の関係などで観測時刻がずれることもあった．気圧，
温度，湿度および風速はケストレル 4500 で測定した．風向は CASIO PRO TREK（PRW-2500）
の方位計測機能を用いて測定した値に，観測地の偏角を補正することで求めた．なお，観測
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Fig. 11.  (a) Meteorological observations by two members of the party，(b) blizzard on 16 December 
2011, and (c), (d) snow drift and buried supplies and tents.
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P: 現地気圧（hPa），g: 重力加速度（m/s－2），Z: 現地高度（m），R: 乾燥空気の気体常数（＝
287.05 m2s－2K－2），t: 現地気温（℃），である．
εm は，気象庁（1998）に従い，温度範囲－30℃～ 0℃での補正式
















　全期間を通じて，風速 5 m/s 程度の日が多かった（図 12d）．また，観測地の観測時におい
て風速 15 m/s 以上だった事が 2 回，風速 10 m/s 以上だった事が 26 回あった．しかし，風速
の測定は定時に実施しており最大風速の値ではないことから，実際に風速 15 m/s を超えた
日は 5⊖6 回程度，また風速 10 m/s を超えた日は 32⊖33 回程度あったと思われる．






　調査期間内において，12 月 22 日くらいまでは曇や地吹雪の日が多かった（表 22）．一方，
11 月 20 日～ 12 月 7 日および 12 月 23 日～ 1 月 19 日は好天の日が多かった．12 月 16 日は
ブリザードとなった（図 11b）．ピーク時の気象観測はできなかったが，風速 20 m/s 以上，
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表 22　気象観測結果（1/3）
Table 22.  Record of meteorological observations. (1/3)
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表 22　気象観測結果（2/3）
Table 22.  Record of meteorological observations. (2/3)
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表 22　気象観測結果（3/3）




Fig. 12.  Time series of meteorological observations, showing (a) atmospheric pressure after sea-level correction, 
(b) atmospheric pressure at the campsite, (c) temperature, (d) wind speed, and (e) wind direction. Data 
gaps are due to missing direction data when wind speed is zero.
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視程 5 m 未満と予想された．悪天候の時にはドリフトが成長し，物資や個人テントが埋没し
た（図 11c，d）．そのため，天候回復時は除雪，物資の掘り出しおよび移動作業に追われた．
⑸　湿度







Fig. 13.  Relation between weather and atmospheric pressure after sea-level correction.
図 14　風向の頻度を示したローズダイアグラム．







　各自が持つ地図として，5 万分の 1 地形図を 1 セットおよび調査地域全体が入った A0 サ




Fig. 15.  (a) Relation between wind speed and wind direction. (b) Relation between wind speed and pressure 
after sea-level correction.
図 16　天気と湿度の関係





A0 サイズに印刷したものと画像データを準備した．画像データは iPad® に取り込み野外で
の使用を試みたが，低温のため電池の消耗が激しくほとんど使用することができなかった．
　調査行動中および移動中は常に 1 周波コード GPS 受信機（Garmin 60CSx）を携行し，そ
の測位情報を用いてルートの選別，確認を行った．また，調査地点，サンプル採取地点およ
びスノーモービル走行中のルート等すべてを記録することにした．記録した GPS 測位情報






図 17　本調査隊が確認したクレバス帯．詳細は表 23 に対応．© JAXA．
Fig. 17.  Crevasses in the Sør Rondane Mountains, as identiﬁed during this expedition. See Table 23 for 











　本調査隊では，ベルギー人科学者との共同調査を行った．調査地は遊牧谷の Gigi’s lake と
名付けられた凍結湖である．本調査の目的は，ベルギー人科学者の Elie Verleyen 博士が行う
Gigi’s lake（仮称）の掘削調査であり，我々はかれらの研究手法を学ぶべく同行を願い出た．
調査当日は天候も良く，お互いに交流しつつ調査を行った．
　また PE 基地滞在中は，基地関係者との交流を図った．特に，Alain Hubert 氏，Nighat 
表 23　確認したクレバス帯の場所と状況
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